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被災建築物応急危険度判定とは、地震により被災した建

築物について、その後の余震等による倒壊の危険性や建

築物の部分の落下、転倒等の危険性を判定し、恒久的復旧までの間における被災建築物の使用にあたっ

ての危険性を情報提供することにより、人命に係わる二次災害を防止することを目的とするものであり、

判定は各都道府県で登録した応急危険度判定士が、建築技術者の目で被災した建築物の危険度を判定基

準に基づき行うものです。 

阪神淡路大震災の教訓から制度化され、その後の東日本大震災、熊本地震、能登半島地震などに応急

危険度判定士が派遣され、被災した住民の不安解消に大いに貢献しています。本県においても平成 7年

度から応急危険度判定士認定講習会を開催しており、現在 586名の方が認定登録しています。 

今後も南海トラフ地震などの地震発生に備えておく必要があります。各位におかれましては被災建築

物応急危険度判定の重要性とそのための判定士認定制度にご理解いただき、「応急危険度判定士」に認

定・登録いただきますようお願いします。 

 

次の①～③の要件を全て満たす方であって、被災時にボランティ

アとして応急危険度判定活動をする意思がある方ご本人からの

申請に基づき、有効期間を 5年間として知事からの認定証を交付しています。 

① 建築士法に規定する建築士であること。または国、地方公共団体の職員又はこれらの職員であっ

た者で、建築に係る技術に関して 3年以上の実務経験を有する者。 

② 香川県内に在住または勤務する者であること。 

③ 判定士認定講習会を受講し修了した者であること。 

このうち、③の判定士認定講習会を香川県からの委託により、香川県建築士会が県との共催で実施

するものです。 

  

【日時】令和 6 年 9 月 2 日（月）13：30～16：30           

【会場】香川県教育会館 第１・2 会議室                 

  

【受 講 料】無料 

【テキスト】被災建築物応急危険度判定マニュアル 

2,095円(税込)（持参の場合は不要） 

当日会場でお支払い下さい。 

【申 込 み】 

（1） 申込方法：裏面の受講申込書を記載の上、

FAX・メールまたは郵送でお申し込み下さい。

折り返し受講証をお送りします。 

（2）申込み期限：令和 6年 8月 26日（月）  

ただし定員になり次第締切り 

（3）定員：30名 

（4）申込み先：（一社）香川県建築士会 

   〒760-0018 高松市天神前 6-34 

   TEL 087-833-5377  FAX 087-833-5394 

【講習内容、時間割、講師等】 

 

 

13：30～ 開会の挨拶 

13：40～ 

15：40 

応急危険度判定基準及び 

調査判定マニュアルの解説 

香川県土木部建築指導課 担当者 

15：40～ 

16：10 

ビデオ 

「被災建築物の応急危険度判定訓練」 

16：10～ 

16：25 

業務マニュアル・支援体制・判定申請等

について 

香川県土木部建築指導課 担当者 

16：25～ 閉会の挨拶 

被災建築物応急危険度判定とは 

判定士としての認定要件 

（一社）香川県建築士会 会長 藤岡 旭 

 

（高松市西宝町 2－6－40 TEL 087－833－0013 ） 

 
CPD：３単位 


